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甲５１７
ジャーナリズムと法

(抜粋)
写し 1997/6/25 奥平康弘

西土論文（甲５１５）の120頁脚
注１と１２５頁脚注３６で引用の
文献の内容

甲５１８
知る権利

―現代の新聞自由―
（抜粋）

写し 1972/6/15 千葉雄次郎
西土論文の１２０頁脚注２で引
用の文献の内容

甲５１９
知る権利
（抜粋）

写し 1979/3/28 奥平康弘
西土論文の１２１頁脚注３、１２４
頁脚注３０で引用の文献の内容

甲５２０
表現の自由Ⅱ

―現代における展開
―　（抜粋）

写し 1984/1/25 奥平康弘
西土論文の１２１頁脚注４で引
用の文献の内容

甲５２１

ＮＨＫ総合テレビ『ク
ローズアップ現代』〝
出家詐欺〟報道に関
する意見

写し 2015/11/6
BPOの放送倫
理検証委員会

西土論文の１２１頁脚注６で引
用の放送倫理検証委員会決定
第２３号の内容

甲５２２
放送制度

―その現状と展望―２
(抜粋)

写し 1977/12/20 伊藤正己
西土論文の１２１頁脚注７で引
用の文献の芦部信喜発言の内
容

甲５２３
電波監理委員会の意
義・教訓

写し 2011/1/31 原田祐樹
西土論文の１２１頁脚注８で引
用の論文の内容

令和３年（ネ）第８３号　放送法順守義務確認等請求控訴事件
控 訴 人　 宮内正厳外１０９名
被控訴人　日本放送協会

証　拠　説　明　書　（45）



甲５２４

電波三法　成立直前に
盛り込まれた規制強化
～番組準則、電波法７
６条の修正過程の検証
～

写し 2020/7/1 村上聖一
西土論文の１２２頁脚注１１で引
用の論文の内容

甲５２５
放送制度

―その現状と展望―１
（抜粋）

写し 1976/11/10 伊藤征己
西土論文の１２２頁脚注１２で引
用の文献の塩野宏発言の内容

甲５２６
テレビの憲法理論

多メディア・多チャンネ
ル時代の放送法制

写し 1992/12/25 長谷部恭男
西土論文の１２２頁脚注１３で引
用の文献の内容

甲５２７

放送法４条遵守義務確
認訴訟・奈良地裁２０２
０年１１月１２日判決

(Web日本評論)

写し 2021/3/4 稲葉一将
西土論文の１２３頁脚注２０で引
用の論文の内容

甲５２８
公正中立がメディアを

殺す
（抜粋）

写し 2016/4/20

メディア総合
研究所・放送
レポート編集

委員会

西土論文の１２３頁脚注２１で引
用の文献の内容

甲５２９
言論法研究

（抜粋）
写し 1979/9/20 清水英夫

西土論文の１２３頁脚注２２で引
用の文献の内容

甲５３０
の１

最高裁判所
平成８・３・１９判決
（最高裁判所判例集）

写し 1996/3/19 最高裁判所
西土論文の１２４頁脚注２７で引
用の最高裁判決「南九州税理士
会政治献金事件」の内容

甲５３０
の２

最高裁判所
昭和５０・１１・２８判決
（最高裁判所判例集）

写し 1975/11/28 最高裁判所
西土論文の１２４頁脚注２７で引
用の最高裁判決「国労広島地本
事件」の内容

甲５３１

言論の自由と情報法
制―放送制度のゆくえ
―(憲法問題３０の抜

粋)

写し 2019/5/3 西土彰一郎
西土論文の１２４頁脚注２９で引
用の論文の内容

甲５３２
「『知る権利』」の法的
構造　(法律時報４４巻
７号の抜粋)

写し １９７２・６

清水英夫
堀部政男
奥平康弘
佐藤幸治

西土論文の124頁脚注３０で引
用の論文の内容

甲５３３
新聞記者を考える

（抜粋）
写し 1994//9/29 新聞労連

西土論文の１２４頁脚注３１で引
用の文献の内容



甲５３４
憲法の想像力

（抜粋）
写し 2003/4/21 奥平康弘

西土論文の１２４頁脚注32で引
用の文献の内容

甲５３５
憲法学教室第３版

（抜粋）
写し 2000/11/10 浦部法穂

西土論文の１２４頁脚注３３で引
用の文献の内容

甲５３６
憲法学再入門

（抜粋）
写し 2014/3/30

木村草太
西村裕一

西土論文の１２４頁脚注３４で引
用の文献の内容

甲５３７
「人権論の名のもとに」
(法律時報６９巻６号の

抜粋)
写し 1997・５ 蟻川恒正

西土論文の１２５頁脚注３５で引
用の論文の内容

甲５３８
ジャーナリズムなき国
の、ジャーナリズム論

（抜粋）
写し 2020/1/20 大石泰彦

西土論文の１２５頁脚注３７で引
用の文献の内容

甲５３９
いかそう日本国憲法
‒第九条を中心に‒

（抜粋）
写し 1994/4/20 奥平康弘

西土論文の１２５頁脚注３８で引
用の文献の内容


